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抄
録

原
本
が
未
発
見
の
『
歎
異
抄
』
蓮
如
本
に
お
け
る
修
正
箇
所
の
客
観
的
観

察
は
、
作
者
・
構
成
・
書
写
時
期
の
謎
を
解
き
、
作
者
・
顕
智
説
と
師
訓

篇
・
歎
異
篇
入
れ
換
え
説
を
提
言
で
き
る
。

蓮
如
の
「
教
育
的
回
心
」
後
の
『
御
丈
』
は
特
に
吉
崎
時
代
に
大
き
な
教

育
的
成
果
を
粛
ら
し
た
。
そ
の
時
代
の
教
化
活
動
は
「
山
中
の
御
丈
」
の

「
自
心
教
入
信
」
と
二
首
の
和
歌
の
関
連
に
総
括
さ
れ
る
。
そ
れ
は
『
歎
異

抄
』
の
指
導
者
論
を
踏
ま
え
、
法
然
上
人
と
親
鷲
聖
人
の
独
自
な
師
資
相
承

原
本
観
察
研
究
方
法
論

わ
れ
わ
れ
の
研
究
方
法
は
前
号
を
引
継
ぎ
、
『
歎
異
抄
』
研
究
に
お
け
る
従
来

の
ア
ポ
リ
ア
を
解
消
す
る
た
め
に
現
存
す
る
最
古
の
蓮
知
本
の
修
正
箇
所
を
精
密

に
観
察
・
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
先
行
研
究
は
当
然
の
よ
う
に
蓮
如
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論
を
創
造
的
に
統
合
し
、
そ
し
て
今
日
的
教
育
課
題
で
あ
る
生
涯
教
育
的
学

習
指
導
論
の
基
礎
・
基
本
と
原
理
・
原
則
を
具
体
的
に
実
践
的
に
示
唆
す
る

こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
『
歎
異
抄
』
研
究
と
同
じ
方
法
に
依
っ
て
明
ら
か
に
し

た。キ
ー
ワ
ー
ド

「
山
中
の
御
丈
」
、
「
生
涯
教
育
的
学
習
」
、
「
白
心
教
入
信
」
、

「
和
歌
」

な
ら
び
に
後
世
人
に
よ
る
修
正
済
み
の
『
歎
異
抄
』
を
テ
キ
ス
ト
に
す
る
が
、
蓮

如
本
の
も
つ
特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
い
く
つ
か
の
ア
ポ
リ
ア

を
残
す
。
す
な
わ
ち
周
知
の
と
お
り
そ
の
原
本
が
発
見
さ
れ
ず
、
そ
れ
よ
り
古
い

写
本
も
な
い
。

国
宝
の
蓮
如
本
は
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
が
、
京
都
国
立
博
物
館
の
展
示
の

ブL



「
御
文
」
の
生
涯
教
育
的
意
味
(
谷
川
守
正
)

際
長
時
間
修
正
箇
所
を
中
心
に
綿
密
に
観
察
し
、
法
蔵
館
刊
の
冊
子
本
と
同
朋
舎

刊
の
巻
子
本
に
よ
る
事
前
研
究
と
比
較
し
、
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
に
『
安
心
決
定
紗
』
蓮
知
本
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
修
正
箇
所
が
多

い
。
第
二
に
若
い
頃
か
ら
多
く
の
書
写
を
精
力
的
に
熟
し
た
蓮
如
が
晩
年
に
『
歎

異
抄
』
の
識
語
に
「
当
流
大
事
之
聖
教
也
」
と
書
き
添
え
な
が
ら
、
修
正
本
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
書
き
直
さ
な
い
。
第
三
に
「
親
鷲
」
の
字
に
比
較
的
多
種
類
の
修

正
が
施
さ
れ
る
。
た
し
か
に
親
鷺
自
身
も
同
じ
日
付
の
名
号
讃
の
二
つ
の
名
字
に

の
両
方
を
用
い
る
。
し
か
し
修
正
箇
所
の
中
に
初
め
に

も
「
鷺
」
と

「轡」

「
鷲
」
と
書
き
、
次
に
「
轡
」
に
改
め
、
そ
し
て
再
び
「
鷺
」
に
戻
す
場
合
も
あ

回

る
。
第
四
に
も
っ
と
も
重
要
な
修
正
は
後
序
の
末
尾
に
あ
る
「
古
親
鷲
」
に
見
ら

れ
る
「
親
」
に
つ
い
て
の
場
合
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
「
古
」
と
「
故
」
の
混
用

と
し
て
「
古
」
を
「
故
」
に
読
み
替
え
る
が
、
問
題
点
は
む
し
ろ
、
法
然
を
親
鴛

に
変
え
た
「
親
」
に
あ
り
、
そ
の
字
を
詳
し
く
観
察
す
れ
ば
最
初
そ
れ
は
耳
ヘ
ン

が
書
か
れ
て
い
る
。
蓮
如
の
特
徴
の
あ
る
「
聖
」
の
書
き
方
に
照
ら
し
て
、
そ
れ

叫

は
明
ら
か
に
「
聖
」
の
部
分
で
あ
る
。
第
五
に
「
往
生
の
信
心
」
は
修
正
後
も
同

じ
「
往
生
の
信
心
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
態
々
見
せ
消
ち
に
し
て
、
本
文
は
一
貫

し
て
「
往
生
」
の
「
往
」
の
第
一
画
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
強
調
に
気
付

か
せ
る
。
第
六
に
前
序
の
漢
文
と
ル
ピ
に
全
く
修
正
の
跡
が
な
い
。
そ
し
て
第
七

に
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
通
常
「
自
見
之
覚
悟
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を

「
自
見
之
覚
語
」
に
、
「
思
」
の
振
り
か
な
を
「
オ
モ
フ
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を

「
オ
モ
フ
ニ
」
と
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
こ
れ
ら
の
七
不
思
議
の
事
実
認
識
か
ら
出
発
す
る
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
研
究
方
法
は
先
行
研
究
に
お
い
て
採
用
さ
れ
な
い
。
多
く
の
優
れ

〈コ

た
先
行
研
究
の
蓄
積
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
し
わ
れ
わ
れ
の
方
法
に
多
少
の
意
味

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
修
正
箇
所
の
研
究
と
い
う
一
点
で
あ
ろ
う
。

前
々
号
の
拙
稿
の
当
麻
寺
蔵
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
往
生
院
本
研
究
も
単
純
な

原
本
観
察
研
究
に
よ
っ
た
が
、
幸
い
今
春
そ
の
研
究
対
象
は
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。
同
様
の
方
法
が
『
西
方
指
南
抄
』
研
究
に
と
ら
れ
た
が
、
す
べ
て

の
先
行
研
究
は
「
正
月
一
日
授
之
」
を
「
正
月
一
日
校
之
」
と
す
る
。

作
者
・
唯
円
説
批
判
と
顕
智
説

『
歎
異
抄
』
は
そ
れ
自
体
か
ら
決
し
て
異
義
を
再
生
産
し
な
い
よ
う
、
用
語
・

構
文
上
き
わ
め
て
厳
密
か
つ
精
績
で
あ
る
。
例
え
ば
後
序
の
「
故
聖
人
ノ
御
モ
ノ

カ
タ
リ
」
の
一
節
は
全
文
を
通
じ
て
「
ケ
リ
」
が
用
い
ら
れ
、
他
の
節
と
の
区
別

を
際
立
た
せ
る
。
文
中
多
用
さ
れ
る
「
ワ
レ
ラ
」
は
「
ワ
ガ
」
と
区
別
さ
れ
、

貫
し
て
自
称
複
数
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
文
章
構
成
も
重
層
構
造
を
も
ち
、
論
理

的
構
成
を
貫
く
。

の
作
者
は
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
江
戸
時
代
の
了
祥
以
来
唯
円
説
が

定
着
す
る
。
た
し
か
に
本
文
に
「
唯
円
房
」
が
第
九
章
と
第
二
二
章
に
お
け
る
親

鷲
の
言
葉
の
中
に
登
場
す
る
が
、
と
も
に
話
題
の
導
入
部
に
あ
た
り
、
唯
円
房
は

中
序
の
「
信
ヲ
ヒ
ト
ツ
ニ
シ
テ
心
ヲ
当
来
ノ
報
士
一
一
カ
ケ
シ
ト
モ
カ
ラ
」
と
し
て

『
歎
異
抄
』

「
同
時
二
御
意
趣
ヲ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
シ
」

一
人
で
あ
る
が
、
「
他
力
ノ
悲
願
ハ
カ

ク
ノ
コ
ト
シ
ワ
レ
ラ
カ
タ
メ
ナ
リ
」
そ
し
て
「
ワ
レ
ラ
カ
コ
コ
ロ
ノ
ヨ
キ
ヲ
ハ
ヨ

シ
ト
オ
モ
ヒ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
唯
円
は
東
固
か
ら
上
京
の
一
行
に
同
席
し
て
親

驚
か
ら
直
に
聴
聞
し
た
念
仏
の
同
胞
の
一
人
に
す
ぎ
な
い
。



さ
ら
に
「
ソ
ノ
カ
ミ
邪
見
ニ
オ
チ
タ
ル
ヒ
ト
ア
テ
乃
至
御
消
息
ニ
ク
ス
リ
ア
レ

ハ
ト
テ
毒
ヲ
コ
ノ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ア
ソ
ハ
サ
レ
テ
」
と
続
く
よ
う
に
、
そ
れ
以
前

例

『
末
灯
妙
』
(
一
一

O
)
に
あ
る
明
教
一
房
の
上
京
と
明
法
房
の
往
生
を

の
消
息
と
は

伝
え
る
一
二
五
二
年
二
月
二
四
日
付
書
簡
の
一
節
「
く
す
り
あ
り
毒
を
こ
の
め
と

さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
こ
と
は
、
あ
る
べ
く
も
さ
ふ
ら
は
す
」
を
指
す
が
、
第
二
条
の
官

頭
に
「
オ
ノ
オ
ノ
ノ
十
余
カ
国
ノ
サ
カ
ヒ
ヲ
コ
エ
テ
身
命
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ
ス
シ
テ
タ

ツ
ネ
キ
タ
ラ
シ
メ
タ
マ
フ
」
と
あ
る
よ
う
に

一
行
の
な
か
に
命
懸
け
で
上
京
し

た
の
は
『
末
灯
紗
』
(
一
一
)
専
修
寺
蔵
書
状
一
二
五
六
年
五
月
二
八
日
付
に
よ

れ
ば
、
覚
信
房
を
指
し
、
親
鴛
は
「
い
の
ち
候
は
ば
か
な
ら
ず

の
ぼ
ら
せ
給
ふ

ベ
し
」
と
病
気
の
覚
信
房
の
上
京
を
促
し
、
そ
し
て
そ
の
上
京
当
時
の
事
情
に
つ

い
て
蓮
位
は
五
九
年
一

O
月
二
九
日
付
親
鴛
の
返
信
に
添
え
た
文
中
に
「
の
ぼ
り

候
し
に
く
に
を
た
ち
て
ひ
と
い
ち
と
ま
ふ
し
し
と
き
や
み
い
だ
し
候
し
か
ど
も
同

行
た
ち
は
か
へ
れ
な
ど
ま
ふ
し
候
し
か
ど
死
す
る
ほ
ど
の
こ
と
な
ら
ば
か
へ
る
こ

と
も
死
し
と
ど
ま
る
こ
と
も
死
し
候
は
む
ず
云
々
」
の
覚
信
房
の
言
葉
を
伝
え
、

こ
の
添
え
状
を
親
驚
が
読
み
「
こ
と
に
覚
信
房
の
と
こ
ろ
に
御
な
み
だ
を
な
が
さ

せ
た
ま
ひ
て
候
也
」
と
伝
え
た
。
そ
れ
故
唯
円
房
は
以
上
の
書
簡
か
ら
当
時
の
同

町

叫

行
た
ち
の
一
人
で
あ
る
と
知
れ
る
。
東
国
門
徒
の
一
行
の
上
京
は
覚
信
の
病
気
の

た
め
か
難
航
し
、
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
覚
信
房
あ
て
五
月
二
八
日
付
け
親
鷲
返
信

同

に
「
専
信
房
京
ち
か
く
な
ら
れ
て
候
こ
そ
た
の
も
し
く
お
ぼ
え
候
へ
」
と
あ
る
よ

う
に
、
専
信
房
が
先
発
し
た
。

つ
ぎ
に
作
者
H

顕
智
説
の
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
歎
異
抄
の
中
序
と
第
二
条
か
ら
作
者
は
師
親
鴛
を
訪
問
し
た
唯
円
房
を
含
む

東
国
の
門
徒
で
あ
る
。
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二
、
第
九
条
に
お
け
る
親
驚
の
言
葉
か
ら
唯
円
房
は
典
型
的
な
専
修
念
仏
の
行
者

と
考
え
ら
れ
る
。

二
二
『
蓮
知
上
人
御
一
代
記
聞
害
』
に
顕
智
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
く
つ
か
で
る

が
、
唯
円
の
が
な
い
。

四
、
当
時
か
ら
顕
智
は
指
導
者
と
し
て
三
河
地
域
を
布
教
し
、
今
日
も
「
お
ん
な

い
祭
り
」
に
讃
え
ら
れ
る
。

五
え

るそ
015の

翌
年
正
月
十

日

親
鷺
は

『
唯
信
紗
文
意
』
を
写
し
て
顕
智
に
与

六
、
そ
の
翌
々
年
春
顕
智
が
高
田
派
専
修
寺
第
三
世
(
『
蓮
如
上
人
一
期
記
』
で

は
政
治
的
に
「
高
田
の
二
代
」
)
を
継
職
後
、
親
鷲
は
『
尊
号
銘
文
』
(
広
本
、

袖
書
釈
顕
智
)
を
著
す
。
そ
こ
に
『
歎
異
抄
』
の
特
有
の
言
い
回
し
が
で
る

が
、
二
一
年
前
の
略
本
に
は
な
い
。
広
本
の
末
巻
に
後
継
者
の
第
四
世
専
空
筆
の

『
尊
号
銘
文
』
(
広
本
、
袖
書
釈
顕
智
)
を
読

識
語
が
あ
る
。
し
か
し
蓮
如
は

ん
だ
記
述
は
伝
記
な
ど
に
な
い
。

七
、
そ
の
年
十
二
月
親
鷺
は
三
条
富
小
路
善
法
坊
で
、
顕
智
に
寸
自
然
法
爾
」
に

つ
い
て
語
る
。

八
、
顕
智
は
親
鷺
の
存
命
中
し
ば
し
ば
上
京
す
る
が
、
『
真
宗
年
表
』
に
よ
れ
ば

親
鷺
の
没
後
も
本
願
寺
に
対
す
る
指
導
・
援
助
を
続
け
る
。
そ
こ
に
は
寛
正
の

法
難
後
の
真
慧
と
蓮
如
の
よ
う
な
対
立
関
係
は
な
い
。

九
、
顕
智
所
持
の
『
尊
号
銘
文
』
広
本
は
『
歎
異
抄
』
独
自
な
用
語
の
用
例
を
も

つ
が
、
そ
れ
の
用
例
は
『
尊
号
銘
文
』
略
本
な
ど
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。

第
三
に
親
驚
か
ら
顕
智
へ
の
独
自
な
師
資
相
承
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
根
拠
に

基
づ
く
。
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一
、
『
尊
号
銘
文
』
広
本
は
蓮
如
の
時
代
を
こ
え
て
長
く
専
修
寺
の
非
公
開
文
書

で
あ
っ
た
と
見
え
る
。

二
、
同
書
に
お
け
る
後
継
者
専
空
の
識
語
は
、
親
驚
l
真
仏
l
顕
智
の
法
脈
を
表

す
。
す
な
わ
ち
顕
智
は
高
田
の
三
代
で
あ
る
。

三
、
そ
の
識
語
の
コ
一
文
書
、
す
な
わ
ち
「
華
厳
経
言
」
、
「
焼
法
門
請
文
」
、
「
十

悪
」
は
真
仏
の
『
経
釈
文
聞
書
』
に
前
二
者
が
、
専
修
寺
蔵
親
鷺
自
筆
文
に
よ

る
後
者
が
そ
れ
で
あ
る
。
専
空
が
そ
れ
か
ら
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
三

文
書
は
顕
智
等
筆
の
『
見
聞
』
に
は
見
え
な
い
。

四
、
「
焼
法
門
諦
丈
」
は
古
宇
の
「
法
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
「
十
悪
」
は

「
五
逆
」
を
補
完
し
、
「
華
厳
経
言
」
は
冒
頭
の
「
大
経
言
」
の
補
足
説
明
に

な
る
が
、
『
尊
号
銘
文
』
冒
頭
の
「
乃
至
十
念
」
、
「
五
逆
」
、
そ
し
て
「
正
漕
」

の
尊
号
銘
文
キ
ー
ワ
ー
ド
を
正
し
く
伝
授
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

五
、
『
大
経
』
引
用
丈
に
お
い
て
濃
漆
は
「
誹
詩
漕
」
の
「
語
」
と
「
適
」
の
間

に
挿
入
記
号
が
朱
で
入
れ
ら
れ
、
朱
筆
で
「
正
」
が
右
傍
の
行
聞
に
書
か
れ

「
正
湿
L

に
墨
で
「
シ
ヤ
ウ
ハ
フ
」
と
右
傍
に
ル
ピ
が
付
さ
れ
る
。

六
、
『
尊
号
銘
文
』
広
本
は
「
唯
除
五
逆
誹
詩
正
濯
」
に
つ
い
て
「
誹
詩
ノ
オ
モ

キ
ト
ガ
」
と
の
み
書
か
れ
、
「
五
逆
ノ
ツ
ミ
ヒ
ト
ヲ
キ
ラ
イ
」
と
し
な
が
ら
、

直
接
「
正
湿
」
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
も
な
い
。
な
お
釈
覚
信
の
袖
書
を
も
っ

略
本
で
は
古
字
で
な
く
、
「
唯
除
五
逆
誹
誘
正
法
」
で
あ
る
。

七
、
『
真
蹟
集
成
』
の
『
教
行
信
証
』
の
後
序
に
「
彼
仏
今
現
在
成
仏
」
と
『
選

択
集
』
で
は
「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
」
と
あ
る
「
世
」
が
脱
字
に
な
り
、
そ
の

後
親
驚
の
引
用
文
は
す
べ
て
「
世
」
を
欠
く
。
そ
こ
に
法
然
か
ら
親
驚
へ
個
性

H
 

的
・
創
造
的
師
資
相
承
が
成
立
す
る
が
、
「
正
」
も
そ
れ
に
類
す
る
。

蓮
如
の

『
歎
異
抄
』
批
判
と
師
訓
篇
・

歎
異
篇
の
入
れ
換
え
説

の
仰
せ
こ
と
」
と
は
本
来
「
故
聖
人
ノ
御
モ
ノ

カ
タ
リ
」
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
弟
子
の
信
心
静
論
に
対
し
て
「
自
他
ノ
是
非

ヲ
サ
タ
ム
」
ょ
う
求
め
ら
れ
た
法
然
は
鮮
や
か
な
教
育
的
指
導
を
展
開
し
て
善
信

房
を
含
む
両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
指
導
を
す
る
。
そ
の
指
導
の
趣
旨
に
立
っ
て

後
序
の
「
古
聖
人

(
H
法
然
)

顕
智
は
、

そ
れ
を
「
百
分
カ
ヒ
ト
ツ
カ
タ
ハ
シ
ハ
カ
リ
ヲ
オ
モ
ヒ
イ
テ
カ
キ
ツ

ケ
」
、
八
ヶ
条
の
事
例
に
体
系
的
に
纏
め
、
「
歎
異
抄
ト
イ
フ
ヘ
シ
」
と
す
る
。
そ

れ
と
師
訓
篇
と
の
関
係
は
後
序
の
「
大
切
ノ
証
文
ト
モ
少
々
ヌ
キ
イ
テ
マ
ヒ
ラ
セ

サ
フ
ラ
ウ
テ
目
ヤ
ス
ニ
シ
テ
コ
ノ
書
ニ
ソ
エ
」
る
に
示
さ
れ
る
。

こ
の
引
用
文
に
お
い
て
先
行
研
究
は
専
ら
「
大
切
ノ
証
文
」
に
注
目
す
る
が
、

重
要
な
の
は
む
し
ろ
動
調
の
「
ソ
エ
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
文
中
に
他
の
用
例
は

な
く
、
顕
智
所
持
本
の
『
尊
号
銘
文
』
本
巻
と
そ
の
略
本
の
「
大
経
釈
」
に
そ
れ

ぞ
れ
用
例
が
あ
り
、
ま
た
大
経
の
四
十
八
願
の
釈
丈
に
あ
る
「
乃
至
十
念
」
の
四

字
に
つ
い
て
十
三
一
行
の
解
釈
が
加
え
ら
れ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
乃

至
ノ
ミ
コ
ト
ヲ
十
念
ノ
ミ
ナ
ニ
ソ
エ
テ
チ
カ
ヒ
タ
マ
ヘ
ル
ナ
リ
」
の
丈
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
十
念
ノ
御
名
ニ
乃
至
ノ
御
一
一
百
ヲ
ソ
エ
ル
」
よ
う
に
、
歎
異
篇
に
師
訓

篇
を
添
え
る
の
で
あ
る
か
ら
歎
異
篇
が
主
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
歎
異
抄
』
の
原
丈
の
趣
を
批
判
し
て
蓮
如
は
古
聖
人
を
故
親
驚

に
換
え
、
師
訓
篇
を
主
に
仕
立
て
直
し
て
、
親
驚
の
字
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
れ
を
強
調
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
し
て
「
オ
ホ
セ
コ
ト
ヲ
百
分
カ
ご

を
少
々
と
い
う
意
味
に
逆
転
さ
せ
、
師
訓
篇
を
強
化
す
る
た
め
に
、
前
序
を
「
柳



注
之
」
と
し
、
「
カ
タ
ハ
シ
ハ
カ
リ
ヲ
モ
」
を
そ
れ
か
ら
「
モ
」
を
除
い
た
意
味

に
転
換
さ
せ
る
。

前
稿
に
蓮
如
に
よ
る
修
正
が
全
く
な
い
前
序
は
、
蓮
如
作
で
あ
る
と
提
言
し
た

が
、
文
脈
上
そ
れ
を
精
査
す
れ
ば
、
そ
れ
は
さ
ら
に
蓮
如
の
師
訓
篇
批
判
で
あ
る

と
い
え
る
。
師
訓
篇
の
結
論
に
あ
た
る
第
十
条
「
念
仏
ニ
ハ
元
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス

不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
ノ
ユ
エ
ニ
ト
オ
ホ
セ
サ
フ
ラ
ヒ
キ
」
の
元
の
証
文
は

『
尊
号
銘
文
』
末
、
顕
智
所
持
本
に
の
み
見
え
る
「
他
力
ニ
ハ
義
ノ
ナ
キ
ヲ
モ
テ

義
ト
ス
ト
本
師
聖
人
ノ
オ
ホ
セ
コ
ト
ナ
リ
」
で
あ
り
、
顕
智
は
「
他
力
」
を
「
念

仏
」
に
置
き
換
え
る
。
厳
密
な
用
語
法
か
ら
す
れ
ば
、
念
仏
と
他
力
は
区
別
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
先
行
研
究
は
念
仏
と
あ
る
の
を
他
力
に
読
み
替
え
る

が
、
前
序
は
そ
の
置
き
換
え
を
「
白
見
之
覚
語
」
と
批
判
し
て
、
「
他
力
之
宗
旨

ヲ
乱
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
」
と
戒
め
る
。
「
白
見
之
覚
語
」
は
決
し
て
不
注
意
な
誤
字

で
な
く
、
む
し
ろ
重
要
な
結
論
部
分
に
お
け
る
「
念
仏
」
と
「
他
力
」
の
置
き
換

え
に
対
す
る
蓮
如
の
厳
正
な
批
判
で
あ
る
。

こ
れ
は
第
九
条
ま
で
の
通
俗
的
な
念
仏
観
に
つ
い
て
の
批
判
を
第
十
条
で
は
自

ら
覆
し
か
ね
な
い
。
少
な
く
と
も
大
切
の
証
文
を
書
き
替
え
た
こ
と
に
な
る
。

「
念
仏
ニ
ハ
元
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
」
は
画
竜
点
暗
を
欠
く
誇
り
を
免
れ
な
い
。
し

か
し
そ
れ
に
「
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
ノ
ユ
エ
一
ご
が
添
え
ら
れ
る
と
念
仏
を

他
力
に
置
き
換
え
る
各
が
解
消
さ
れ
る
。
そ
の
親
鷲
の
言
葉
が
法
然
の
言
葉
に
添

え
て
、
そ
の
念
仏
が
本
願
他
力
の
念
仏
に
な
り
、
浄
土
宗
の
正
意
に
適
う
こ
と
に

な
る
。す

な
わ
ち
第
十
条
は
法
然
の
言
葉
に
親
驚
の
言
葉
を
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
前

序
の
「
易
行
一
門
」
の
結
論
が
成
立
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
二
人
の
聖
人
の
言
葉

教
育
学
部
論
集

第
十
号
(
一
九
九
九
年
三
一
月
)

が
正
・
副
の
関
係
で
、
先
に
「
乃
至
十
念
」
に
つ
い
て
の
親
鷲
の
釈
丈
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
統
合
さ
れ
る
。
法
然
の
言
葉
が
念
仏
批
判
の
文
脈
に
生
き
る
た

め
に
親
驚
の
言
葉
を
添
え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
序

の
「
有
縁
ノ
知
識
者
」
は
第
一
に
親
驚
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
蓮
如
作
の
前
序
の

趣
意
で
あ
る
。

な
お
第
十
条
に
お
け
る
二
人
の
聖
人
の
言
葉
の
統
合
は
、
同
じ
く
「
オ
ホ
セ
サ

フ
ラ
ヒ
キ
」
で
終
わ
る
第
三
条
に
お
い
て
も
同
様
に
成
立
す
る
。
師
弟
の
統
合
は

善
導
、
釈
尊
、
弥
陀
と
遡
及
す
る
縦
軸
の
歴
史
的
統
合
に
繋
が
り
、
第
一
条
か
ら

訓第
篇十
は条
「ま
往で

生直
をえ
ι 己ρ

的 4

4送
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っす
てな
構わ
成ち
さ師

れ
、
強
自
な
世
界
観
と
歴
史
観
と
の
統
合
に
も
な
る
。
こ
の
歴
史
的
世
界
観
の
統

合
は
古
今
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
二
人
の
先
師
の
師
弟
関
係
に
お
け
る
歎
異

を
批
判
し
、
そ
し
て
歎
異
抄
的
世
界
の
師
弟
関
係
の
教
育
的
課
題
を
、
法
然
上
人

の
時
代
に
お
け
る
教
育
的
指
導
に
よ
っ
て
解
決
す
る
。
そ
し
て
そ
の
解
決
を
通
し

て
、
後
代
に
続
く
浄
土
教
的
世
界
の
発
展
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

法
然
に
も
ま
た
親
鷲
に
お
い
て
も
先
師
の
「
口
伝
之
真
信
」
に
異
な
る
こ
と
を

嘆
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
の
教
育
的
指
導
に
還
り
、
ま
た
そ
れ
を
生
か
し
、
さ

ら
に
「
後
学
相
続
」
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
顕
智
も
そ
の
後
継
者
も
と
も
ど
も

に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
舞
台
に
お
い
て
法
然
的
教
育
指
導
の
系
譜
を
形
成
す
る
の

で
あ
る
。
後
代
に
わ
た
っ
て
綿
々
と
続
く
有
縁
の
知
識
者
の
系
譜
に
支
え
ら
れ

て
、
易
行
の
一
門
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
基
礎
構
造
が

師
訓
篇
に
お
け
る
歴
史
的
世
界
観
の
統
合
で
あ
り
、
易
行
の
一
門
の
系
譜
は
案
内

す
る
有
縁
の
知
識
者
の
法
脈
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
正
信
偏
』
、

『
尊
号
銘
文
』
、
『
高



「
御
丈
」
の
生
涯
教
育
的
意
味
(
谷
川
守
正
)

僧
和
讃
』
に
親
鷲
が
示
し
た
七
高
僧
な
ど
の
法
脈
を
基
盤
と
す
る
。

そ
し
て
師
訓
篇
十
条
は
故
親
驚
聖
人
の
御
物
語
の
趣
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
偏
に

前
序
の
「
同
心
行
者
ノ
不
審
ヲ
散
セ
ン
カ
タ
メ
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
歎
異

篇
計
八
条
の
序
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
序
の
「
古
親
鴛
」
に
よ
る
混
乱
が
生
じ

る
。
前
序
の
「
御
物
語
之
趣
耳
ノ
底
ニ
留
ム
ル
所
聯
カ
コ
レ
ヲ
註
ス
」
と
は
大
切

り
証
文
に
口
伝
の
真
信
を
加
え
て
、
箇
条
書
き
に
し
て
添
え
た
師
訓
篇
に
他
な
ら

夫、、‘。

争
h
d

し前
序
は
総
序
で
あ
る
よ
り
は
師
訓
篇
の
序
で
あ
り
、
そ
の
理
解
を
導
く
「
有
縁
の

知
識
者
」
の
役
割
を
果
た
す
。
そ
れ
は
「
ヒ
ソ
カ
ニ
」
か
ら
「
易
行
ノ
一
門
ニ
入
ル

コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
」
ま
で
と
「
全
ク
」
か
ら
「
他
力
之
宗
旨
ヲ
乱
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
」
ま

で
の
二
文
と
「
ヨ
テ
」
か
ら
「
珊
カ
之
ヲ
注
ス
」
ま
で
と
「
偏
一
ご
か
ら
「
不
審
ヲ

散
セ
ン
カ
為
ナ
リ
ト
云
々
」
ま
で
の
二
丈
で
前
・
後
段
計
四
丈
で
あ
る
。

前
序
は
他
方
に
お
い
て
師
訓
篇
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
精
轍
な
構
成

を
浮
き
彫
り
に
し
、
親
鷺
の
浄
土
教
の
系
譜
に
基
づ
く
歴
史
観
か
ら
浄
土
宗
の
正

意
を
継
承
す
る
に
対
し
て
、
浄
土
教
史
を
貫
く
他
力
念
仏
の
世
界
観
か
ら
念
仏
の

異
義
を
批
判
し
、
浄
土
宗
史
に
お
け
る
親
鷲
の
歴
史
的
位
置
付
け
と
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
異
義
批
判
の
教
義
的
拠
り
所
を
開
示
す
る
。
す
な
わ
ち
前

段
に
お
い
て
他
力
の
宗
旨
を
乱
す
こ
と
に
注
意
を
促
し
、
後
段
に
お
い
て
異
義
批

判
の
根
拠
を
示
す
。
た
だ
前
序
に
お
い
て
親
鷲
が
前
面
に
出
て
、
法
然
を
背
景
に

退
け
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、

一
方
に
お
い
て
師
訓
篇
を
批
判
す
る
と
と
も
に

他
方
に
お
い
て
親
鷺
の
位
置
付
け
と
役
割
を
特
に
強
調
す
る
か
ら
で
あ
る
。

前
序
の
「
疑
惑
ア
ル
コ
ト
ヲ
思
フ
ニ
」
を
「
思
フ
」
に
し
て
文
章
を
切
断
す
る

と
、
折
角
の
文
章
構
成
の
重
層
構
造
が
生
か
さ
れ
ず
、
法
然
の
位
置
付
け
が
見
失

IZR 

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
先
師
は
古
い
先
師
と
現
時
点
で
の
先
師
の
こ
と
で
あ
り
、
法

然
の
「
口
伝
之
真
信
」
と
親
鷺
の
そ
れ
に
分
け
ら
れ
る
。
も
し
先
師
を
親
驚
の
み

に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
先
師
は
故
親
鷺
聖
人
の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
り
、
代
名
調

が
固
有
名
詞
に
前
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

故
親
驚
聖
人
の
御
物
語
の
時
点
に
お
け
る
先
師
の
真
信
と
『
歎
異
抄
』
の
時
点

に
お
け
る
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
異
義
批
判
に
対
す
る
二
人
の
聖
人
の
指
導
は
明

ら
か
に
個
性
的
で
あ
る
。
し
か
し
巧
み
に
法
然
上
人
の
指
導
が
親
驚
聖
人
の
御
物

語
に
埋
没
す
る
形
に
な
り
、
親
鷲
聖
人
の
御
物
語
が
主
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

親
驚
聖
人
の
語
録
か
ら
法
然
上
人
の
影
を
や
や
薄
く
す
る
。
顕
智
は
師
訓
篇
の
最

初
の
二
一
ヵ
条
の
小
結
と
全
体
の
結
び
の
第
十
条
の
末
尾
の
み
「
ト
云
々
」
で
な
く

て
「
ト
オ
ホ
セ
サ
フ
ラ
ヒ
キ
」
と
し
て
、
小
結
と
結
び
の
条
文
で
あ
る
こ
と
を
一
不

唆
す
る
。

そ
の
上
蓮
如
は
第
十
条
の
結
論
的
性
格
を
薄
め
る
た
め
に
あ
え
て
第
十
条
に
歎

異
篇
の
中
序
を
直
結
さ
せ
て
、
師
訓
篇
の
結
論
と
歎
異
篇
の
導
入
部
分
と
を
一
体

化
し
て
、
両
者
を
切
断
し
な
い
た
め
に
、
読
者
は
結
論
の
意
義
が
十
分
読
み
取
る

こ
と
は
で
き
ず
、
中
序
の
自
己
紹
介
的
記
事
の
内
容
が
読
み
難
く
な
る
。

ま
た
第
二
条
の
冒
頭
の
「
オ
ノ
オ
ノ
ノ
」
と
い
う
親
驚
の
言
葉
は
読
者
を
惑
わ

せ
る
。
そ
の
訪
問
の
説
明
が
な
い
。
明
ら
か
に
前
後
が
逆
に
な
る
。
そ
こ
で
は
本

来
の
師
訓
篇
と
歎
異
篇
の
前
後
関
係
が
逆
で
あ
り
、
師
訓
篇
が
主
で
、
歎
異
篇
が

副
で
は
な
く
、
そ
の
逆
で
あ
る
。
そ
れ
が
前
号
の
拙
稿
の
入
れ
換
え
説
で
あ
る
。

た
し
か
に
中
序
の
「
ソ
モ
ソ
モ
カ
ノ
御
在
生
ノ
ム
カ
シ
」
を
前
序
に
す
る
と
、

「
カ
ノ
」
が
承
け
る
名
詞
が
明
示
さ
れ
な
い
が
、
「
ソ
モ
ソ
モ
」
が
自
然
な
文
頭

で
あ
る
に
対
し
て
「
カ
ノ
」
が
不
自
然
な
挿
入
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
は
親
鴛
語



録
を
仲
間
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
と
き
の
顕
智
の
常
套
句
と
考
え
れ
ば
よ
い
。

四

「
山
中
の
御
文
」
の
観
察
研
究

岡
村
論
文
に
よ
れ
ば
「
山
中
の
御
丈
」
は
、
「
料
紙
の
使
い
方
は
非
常
に
複
雑

(
中
略
)
花
押
の
部
分
は
、
何
枚
か
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
料
紙

で
あ
り
、

の
最
後
の
部
分
に
、
「
蓮
如
」
と
い
う
署
名
及
び
花
押
部
分
の
み
だ
け
の
紙
を
張

り
付
け
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
署
名
及
び
花
押
が
元
来
こ
の
御
丈
本
文
に
添

付
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
」
ま
た
大
喜
論
文
の
実
測
は
そ
れ
を

裏
付
け
る
。

こ
の
御
丈
と
丈
章
が
多
く
重
な
る
「
文
明
第
三
炎
天
之
比
」
の
会
合
を
伝
え
る

も
う
一
つ
の
御
丈
は
、
発
給
日
付
、
蓮
如
の
署
名
・
花
押
は
な
い
。
し
か
し
こ
の

底
本
は
写
本
(
名
塩
本
)
の
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

た
し
か
に
「
釈
蓮
如
花
押
」
と
書
か
れ
た
裾
が
少
し
右
上
が
り
の
義
立
っ
た
第

八
紙
は
、
本
文
に
重
ね
ず
に
、
直
結
し
て
、
通
常
の
署
名
の
位
置
に
添
え
ら
れ
、

続
紙
で
な
い
。
そ
し
て
横
の
本
丈
の
紙
と
は
色
が
異
な
り
、
薄
い
。
し
か
し
現
場

で
確
認
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
文
と
ま
っ
た
く
同
じ
料
紙
に
見
え
る
。

大
喜
論
文
が
定
説
の
文
明
コ
一
年
七
月
一
六
日
発
給
と
す
る
の
は
、
本
文
冒
頭
の

「
文
明
第
三
初
秋
仲
句
之
比
」
の
右
側
の
紙
の
端
ぎ
り
ぎ
り
に
別
筆
で
「
文
明
三

七
月
一
六
日
」
と
割
り
書
き
で
注
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
文

明
二
一
年
七
月
一
六
日
発
給
と
す
れ
ば
「
丈
明
第
三
初
秋
仲
句
之
比
」
の
会
合
と
書

く
は
ず
は
な
い
。
発
給
は
当
然
「
文
明
第
三
炎
天
之
比
」

の
御
文
と
と
も
に
、

「
文
明
ゴ
一

七
月
二
ハ
日
」
を
相
当
下
る
は
ず
で
あ
る
。
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蓮
如
が
御
文
の
日
付
を
こ
の
よ
う
な
書
式
に
す
る
の
は
、
文
明
五
年
以
降
で
あ

る
。
文
明
五
・
六
年
に
こ
の
書
式
が
多
発
す
る
。
そ
の
頃
に
発
給
さ
れ
た
御
丈
の

冒
頭
に
何
故
別
筆
で
こ
の
よ
う
に
割
り
書
き
注
記
を
付
け
加
え
た
の
か
。
そ
こ
に

続
紙
で
な
い
第
八
紙
の
な
ぞ
を
解
明
す
る
鍵
が
あ
る
。

第
八
紙
の
署
名
・
花
押
に
似
た
形
式
は
、
文
明
第
五

書
、
珠
州
市
西
光
寺
蔵
復
刻
版
は
署
名
・
花
押
一
行
の
右
端
に
端
書
が
重
な
り
、

九
月
一
一
一
一
一
日
発
給
の
端

花
押
の
一
部
が
切
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
花
押
は
「
山
中
の
御
文
」
の
花
押
、

十
二
月
八
日
発
給
東
本
願
寺
蔵
の
花
押
、
同
金
沢
市
専
光
寺
蔵
の
花

文
明
第
五

押
と
は
別
筆
に
見
え
る
。

つ
ぎ
に
本
文
の
理
解
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
第
六
紙
で
あ
る
が
、

初
め
に
第
五
紙
の
最
後
の
行
に
第
六
紙
の
行
の
丈
が
書
か
れ
、
第
七
紙
に
書
き
継

が
れ
た
が
、
修
正
の
必
要
が
生
じ
て
、
第
五
紙
の
最
後
の
行
に
書
か
れ
た
第
六
紙

の
一
行
が
切
除
さ
れ
、
第
六
紙
が
挿
入
さ
れ
る
形
に
貼
り
継
が
れ
る
。

第
一
紙
と
第
二
紙
以
降
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
第
一
紙
は
行
聞
が
や
や
広

ぃ
。
し
か
し
第
二
紙
は
逆
に
行
聞
が
少
し
狭
い
。
そ
れ
は
記
述
に
お
い
て
地
の
丈

と
問
答
の
部
分
を
区
別
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
特
に
逆
説
的
な
問
答
の
最
初
の

部
分
で
あ
る
第
一
一
紙
の
記
述
を
よ
り
詳
し
く
す
る
た
め
に
一
行
分
を
増
や
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
初
め
第
一
紙
と
第
二
紙
を
一
枚
の
料
紙
で
あ
る

か
ら
通
し
て
書
き
込
ん
だ
が
、
あ
え
て
第
一
紙
分
だ
け
を
残
し
て
切
断
し
、
第
二

紙
を
書
き
替
え
て
第
一
紙
に
繋
い
だ
。
し
た
が
っ
て
第
六
紙
の
場
合
も
同
じ
要
領

で
差
し
替
え
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
七
枚
の
本
文
の
継

ぎ
袷
は
、
計
四
枚
分
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
手
間
暇
を
か
け
た
蓮
如
の
作
業

は
、
教
育
者
と
し
て
「
山
中
の
御
丈
」
の
複
雑
な
文
章
構
成
の
文
脈
を
少
し
で
も

支王



「
御
文
」
の
生
涯
教
育
的
意
味
(
谷
川
守
正

辿
り
や
す
く
し
よ
う
と
す
る
親
切
心
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
『
歎
異

抄
』
蓮
如
本
の
修
正
を
理
解
す
る
鍵
に
も
な
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
第
八
紙
は
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
解

明
す
る
の
は
困
難
で
は
な
い
。
そ
の
大
き
さ
と
位
置
と
形
か
ら
そ
れ
は
元
は
第
一

紙
の
冒
頭
部
分
で
あ
り
、
第
一
紙
の
裏
に
上
書
さ
れ
た
が
、
比
較
的
早
い
時
期
に

表
装
さ
れ
た
と
き
に
裏
に
書
か
れ
て
い
る
と
見
え
な
く
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
表
に

向
け
る
た
め
に
切
り
離
し
て
、
上
書
を
署
名
と
花
押
の
体
裁
に
し
た
も
の
で
あ

ろ、っ。も
う
一
つ
の
観
察
は
第
四
紙
と
第
五
紙
と
の
継
目
に
あ
る
。
第
四
紙
の
「
弥
陀

他
力
ノ
」
で
始
ま
る
最
終
行
の
「
御
恩
を
報
じ
」
以
下
に
字
の
左
寄
り
の
方
が
小

さ
な
割
れ
目
が
走
り
、
糊
代
は
な
く
右
は
第
四
紙
に
、
残
り
の
左
は
第
五
紙
に
属

す
る
。
そ
れ
は
装
丁
の
無
理
が
初
め
に
折
り
目
の
と
こ
ろ
か
ら
割
れ
が
生
じ
た
の

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
四
紙
と
第
五
紙
は
元
々
は
一
紙
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
し
て
蓮
如
が
続
紙
に
し
た
と
分
か
る
の
は
、
第
三
紙
と
第
四
紙
の
継
目
の

上
に
、
割
印
風
に
「
心
底
を
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
紙
と
第
六

紙
と
の
継
目
に
残
る
「
教
」
と
「
人
」
の
右
端
の
払
い
と
「
信
」
の
修
正
・
補
記

の
割
り
書
き
に
も
そ
れ
が
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る
。
こ
の
続
紙
に
は
錯
簡
の
恐
れ

は
な
い
。

以
上
の
観
察
結
果
と
注
三
八
の
計
測
デ
ー
タ
を
突
き
合
わ
せ
る
と
①
l
⑦
の
本
文

全
長
二
二
八
九
ミ
リ
、
④
と
⑤
の
聞
の
割
れ
目
か
ら
表
装
前
は
折
紙
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
か
ら
、
割
れ
目
を
折
り
目
と
す
れ
ば
、
そ
の
折
り
目
の
右
八
三
四
ミ

リ
、
左
五
五
五
ミ
リ
に
な
り
、
丁
度
一
頁
一
一
一
一
九
ミ
リ
で
右
六
頁
、
左
四
頁
に
な

る
。
割
れ
目
を
山
折
り
に
す
れ
ば
、
見
聞
き
頁
が
右
三
面
、
左
二
面
の
計
五
面
に

な
り
、
扱
い
や
す
く
、
読
み
や
す
い
形
に
整
う
。
そ
し
て
第
八
紙
は
第
一
紙
の
前

裏
の
上
書
に
な
り
、
特
に
丁
重
な
書
式
で
あ
る
。

泊

文
明
五
年
か
ら
の
『
御
丈
』
に
士
ロ
崎
時
代
の
回
顧
が
多
く
で
る
中
の
一
つ
に
、

そ
れ
ら
を
総
括
す
る
の
が
「
山
中
の
御
文
」
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
は
一
連
の
提
の

御
文
に
転
換
す
る
。
な
お
「
山
中
の
御
文
」
の
花
押
に
つ
い
て
北
西
弘
博
士
が
丈

却

明
七
年
七
月
四
日
の
発
給
と
す
る
「
成
敗
の
御
書
」
(
金
沢
市
専
光
寺
蔵
)
の
花

押
と
酷
似
す
る
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は

『
蓮
知
上
人
御
文
』
(
同
朋
舎
、
再
版
、
九
八
年
)
に

よ
っ
て
第
八
紙
の
花
押
を
文
明
五
年
一
一
月
一
一
一
日
付
け
能
登
西
光
寺
蔵
端
書
、

周
年
二
一
月
八
日
付
け
金
沢
市
専
光
寺
蔵
、
文
明
八
年
六
月
二
日
付
け
奈
良
県
飯

員
本
善
寺
蔵
の
花
押
等
と
比
べ
る
と
、
そ
の
類
似
性
が
明
確
に
な
る
。

五

山
中
の
御
文
の
「
自
心
教
入
信
」
の

意
昧
と
和
歌
二
首
の
関
連
性

こ
の
御
文
は
蓮
如
研
究
者
に
よ
っ
て
上
記
の
ア
ポ
リ
ア
の
た
め
か
必
ず
し
も
重

要
視
さ
れ
な
い
。
「
山
中
の
御
文
」
は
独
自
な
法
文
問
答
に
注
目
が
集
ま
る
。
し

か
し
上
述
の
よ
う
に
そ
れ
以
上
に
後
段
の
「
自
心
教
入
信
」
の
独
自
な
引
用
文
と

和
歌
二
首
の
「
返
し
歌
」
の
関
係
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
自
心
教
入
信
」
は
善
導
の
文
で
は
も
ち
ろ
ん
「
自
信
教
人
信
」
で
あ
る
。
親

驚
の
『
教
行
信
証
』
の
「
信
巻
」
で
は
「
自
信
教
入
信
(
中
略
)
大
悲
弘
普
化
」

、
そ
の
「
化
巻
」
で
は
「
自
信
教
入
信
(
中
略
)
大
悲
弘
(
弘
字
知
昇
法
師
機
儀

文
也
)
普
化
」
で
あ
る
が
、
こ
の
御
文
で
は
蓮
如
は
「
大
悲
弘
普
化
」
を
「
大
悲



伝
普
化
」
に
一
戻
し
、
「
自
信
教
入
信
」
を
「
自
心
教
入
信
」
と
す
る
。
蓮
如
は
こ

の
一
行
を
差
替
え
「
白
心
教
入
信
」
と
す
る
。
最
後
の
「
信
」
は
初
め
に
別
の
字

(
信
か
身
)
で
あ
っ
た
が
、
修
正
さ
れ
て
右
の
傍
ら
に
小
さ
く
「
信
」
と
修
正
さ

れ
る
が
、
「
教
」
と
「
人
」
の
二
字
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
白
心
」
は
不
注
意
に
よ
る
書
き
損
じ
で
は
な
く
、
『
愚
禿
紗
』
の
七
深
信
の

犯

最
後
の
第
七
深
信
で
あ
る
「
自
心
」
を
指
す
。
し
か
し
刊
本
は
「
自
心
教
入
信
」

を
「
自
信
教
入
信
」
に
替
え
る
が
、
本
来
の
蓮
如
の
修
正
の
意
義
を
無
視
す
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。
こ
こ
で
蓮
如
が
態
々
第
六
紙
を
差
替
え
て
ま
で
し
て
、
「
自

信
教
入
信
」
を
あ
え
て
「
自
心
教
入
信
」
に
置
き
換
え
る
の
で
あ
る
。

「
自
信
教
入
信
」
も
「
自
心
教
入
信
」
も
声
で
は
同
じ
で
あ
り
、
耳
に
は
同
じ
よ

う
に
聞
こ
え
る
が
、
丈
字
に
し
て
読
む
と
、
両
者
の
意
味
の
深
さ
は
異
な
る
は
ず
で

あ
る
。
両
者
の
読
み
聞
か
せ
で
は
聞
き
手
に
は
両
者
の
区
別
は
な
い
が
、
読
み
手
に

は
そ
の
区
別
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
そ
の
読
み
聞
か
せ
の
調
子
は
自
ず
と
そ
の
ニ
ユ

ア
ン
ス
を
微
妙
に
区
別
さ
せ
る
。
そ
こ
に
蓮
如
の
表
記
の
創
造
性
が
あ
る
。

「
白
心
教
入
信
乃
至
大
悲
伝
普
化
ノ
釈
文
ニ
モ
符
合
セ
リ
ト
」
を
導
く
「
是
れ

則
ち
誠
に
」
以
下
は
話
法
が
転
換
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
半
は
短
い
丈
に
も
か
か

わ
ら
ず
強
調
の
「
コ
ソ
」
が
四
箇
所
も
で
る
。
「
カ
ク
コ
ソ
一
首
ハ

(
三
字
挿
入
)

申
サ
レ
ケ
リ
」
以
下
は
蓮
如
の
真
骨
頂
を
表
す
も
っ
と
も
強
調
し
た
い
文
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
月
カ
ケ
ノ
イ
タ
ラ
ヌ
ト
コ
ロ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
ナ
カ
ム
ル
人
ノ
コ

コ
ロ
ニ
ソ
ス
キ
(
見
せ
消
ち
ム
上
書
)
」
の
法
然
の
和
歌
と
「
ツ
ク
/
¥
オ
モ
ヒ
ク

ラ
シ
テ
入
ア
ヒ
ノ
カ
ネ
ノ
ヒ
冶
キ
ニ
弥
陀
ソ
コ
ヒ
シ
キ
」
と
俗
人
の
親
鷲
的
和
歌

の
二
首
で
あ
る
。

お

「
山
中
の
御
丈
」
は
た
ん
に
法
丈
問
答
に
終
わ
ら
ず
、
ま
た
藤
原
論
文
に
い
う
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よ
う
に
「
俗
人
に
彼
の
門
徒
を
寄
進
す
る
と
い
う
結
果
で
こ
の
「
御
丈
」
は
締
め

括
ら
れ
る
」
の
で
な
く
、
締
め
括
ら
れ
る
の
は
法
文
問
答
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
に

二
首
の
和
歌
が
重
要
な
意
味
を
帯
び
る
。

月
影
の
和
歌
に
二
箇
所
の
修
正
が
あ
り
、

一
つ
は
「
さ
と
」
を
「
ト
コ
ロ
」
に
替

え
、
地
域
性
を
よ
り
明
確
に
し
、
も
う
一
つ
は
初
め
に
大
坊
主
が
「
申
さ
れ
た
」
の

は
「
コ
コ
ロ
ニ
ソ
ス
キ
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
俗
人
が
承
け
て
「
キ
」
を
「
ム
」
と

正
し
く
見
せ
消
ち
に
し
て
、
中
央
の
情
報
に
通
じ
た
俗
人
と
地
方
の
間
接
的
情
報
し

か
知
ら
な
い
大
坊
主
と
の
相
異
を
巧
み
に
表
現
す
る
。
俗
人
は
そ
の
月
影
の
和
歌
の

一
種
の
返
し
に
し
て
第
二
の
和
歌
を
口
ず
さ
む
が
、
第
一
の
和
歌
が
視
覚
的
世
界
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
の
和
歌
は
そ
れ
と
対
称
的
に
聴
覚
的
世
界
で
あ
る
。

法
然
の
「
月
影
の
す
む
」
と
い
う
視
覚
的
世
界
の
和
歌
の
返
し
に
俗
人
の
「
弥

陀
ぞ
恋
し
き
」
と
い
う
聴
覚
的
世
界
の
二
つ
の
和
歌
が
並
立
し
て
成
立
す
る
。

『
歎
異
抄
』
第
一
条
の
世
界
と
『
愚
禿
紗
』
題
辞
の
「
賢
者
の
信
を
聞
き
て
愚
禿

の
心
を
顕
す
」
世
界
が
表
現
さ
れ
る
。
二
つ
の
世
界
を
和
歌
に
お
い
て
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
の
月
影
の
和
歌
を
「
コ
コ
ロ
ニ
ゾ
ス
ギ
」
と
す
る
大
坊
主

の
「
先
師
ナ
ト
ノ
申
オ
キ
候
趣
ハ
タ
タ
念
仏
タ
ニ
申
セ
タ
ス
カ
リ
候
ト
ハ
カ
リ
承

リ
置
候
」
に
対
し
て
俗
人
は
本
願
寺
の
聴
聞
の
成
果
を
披
露
し
て
大
坊
主
に
対
し

て
法
然
的
世
界
と
親
驚
的
世
界
の
統
合
を
二
首
の
関
係
に
示
唆
す
る
。

す
な
わ
ち
「
月
影
」
の
和
歌
が
周
知
の
よ
う
に
『
古
今
集
』
紀
貫
之
の
「
か
っ

見
れ
ど
疎
ま
し
く
も
あ
る
か
月
影
の
至
ら
ぬ
里
は
あ
ら
じ
と
思
え
ば
」
の
本
歌
取

り
に
対
し
て
、
俗
人
の
「
つ
く
っ
く
」
の
和
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
西
行
法
師
の部

「
く
れ
ぬ
な
り
い
く
か
を
か
く
て
す
ぎ
ぬ
ら
む
入
逢
の
鐘
の
つ
く
っ
く
と
し
て
」

の
本
歌
取
り
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
俗
人
は
和
歌
の
道
に
も
通
じ
た
相
当

t一一



「
御
丈
」
の
生
涯
教
育
的
意
味
(
谷
川
守
正
)

な
教
養
人
と
見
え
る
。

「
山
中
の
御
丈
」
の
重
点
は
最
後
の
二
つ
の
和
歌
の
対
比
に
置
か
れ
る
。
そ
れ

は
単
な
る
道
・
俗
聞
の
法
文
問
答
で
は
な
い
。
蓮
如
と
と
も
に
北
陸
の
地
に
粛
ら

さ
れ
た
中
央
の
情
報
が
地
域
の
奉
公
人
の
口
を
通
じ
て
地
域
の
大
坊
主
に
驚
ら
さ

れ
る
と
こ
ろ
に
「
山
中
の
御
丈
」
の
独
自
な
意
義
が
あ
る
。
そ
の
法
文
問
答
の
情

報
が
道
と
俗
と
の
会
合
の
場
に
粛
ら
さ
れ
、
そ
の
場
に
大
き
な
教
育
的
影
響
を
与

え
る
。そ

し
て
道
と
俗
と
の
伝
統
的
秩
序
は
俗
人
か
ら
大
坊
主
へ
の
逆
の
聴
聞
に
よ
っ

て
覆
り
、
新
し
い
仏
教
的
世
界
が
地
域
に
定
着
す
る
。
そ
の
俗
人
の
聴
聞
を
背
後

で
支
え
る
の
が
こ
の
「
山
中
の
御
丈
」
の
筆
者
蓮
如
自
身
で
あ
り
、
蓮
如
は
い
わ

ば
隠
さ
れ
た
指
導
者
で
あ
り
、
十
分
有
効
に
こ
の
会
合
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
目
で
読

み
、
あ
る
い
は
耳
に
聞
い
た
人
々
に
多
大
の
影
響
を
粛
ら
す
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
お
い
て
蓮
如
は
決
し
て
直
接
的
に
大
坊
主
の
よ
う
な
地
域
の
指
導
者
や

聴
聞
す
る
俗
人
の
よ
う
な
中
央
の
情
報
に
詳
し
い
人
や
彼
ら
に
聴
聞
さ
れ
る
地
域

の
住
民
に
対
し
て
説
教
め
い
た
こ
と
は
一
切
し
な
い
で
、

よ
り
大
き
い
教
育
的
効

果
を
持
続
的
に
発
揮
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。

--L.. 
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「
山
中
の
御
文
」

の
生
涯
教
育
的
意
義

蓮
如
は
吉
崎
か
ら
一
時
的
退
出
に
あ
た
っ
て
中
間
指
導
者
の
育
成
を
北
陸
地
域

の
後
継
者
で
布
教
の
拠
点
寺
院
、
加
賀
二
俣
の
本
泉
寺
の
住
職
を
勤
め
る
二
一

O
最

そ
こ
そ
こ
の
次
男
に
後
事
を
託
す
た
め
に
吉
崎
時
代
を
総
括
し
た
の
が
「
山
中
の

御
文
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
蓮
如
に
よ
る
後
継
者
育
成
の
教
材
す
な
わ
ち
一

ノ¥

種
の
師
資
相
承
の
書
と
い
え
る
。
そ
こ
に
蓮
如
の
教
育
的
意
図
が
巧
み
に
隠
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
後
継
者
に
と
っ
て
中
間
指
導
者
の
育
成
に
役
立
つ
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
実
際
の
効
果
は
布
教
の
成
果
に
よ
っ
て
、
ぞ
れ
の
大
き
な
影
響

力
を
十
分
に
読
み
取
ら
せ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の
後
の
蓮
如
が
中
興
の
祖
と

し
て
、
真
宗
王
国
を
実
現
し
た
教
育
的
成
功
は
そ
れ
に
負
う
。

先
に
見
た
よ
う
に
大
坊
主
の
和
歌
を
受
け
と
め
た
俗
人
は
本
願
寺
で
の
聴
聞
を

承
け
た
視
点
で
、
念
仏
為
本
に
生
き
る
大
坊
主
と
法
文
問
答
を
仕
掛
け
た
結
末
に

信
心
為
本
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
月
影
の
視
覚
に
鐘
の
響
き
の
聴
覚
を
対
応
さ
せ

て
、
「
聞
賢
者
信
顕
愚
禿
心
」
の
『
愚
禿
妙
』
的
世
界
を
強
調
す
る
。

こ
の
念
仏
為
本
は
『
歎
異
抄
』
第
十
条
に
示
さ
れ
る
「
念
仏
に
は
無
義
を
も
て

義
と
す
」
に
通
じ
、
こ
こ
で
親
鴛
的
世
界
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的

に
歎
異
抄
的
世
界
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
こ
で
の
批
判
的
対
比
は
法
然
対
親
鷺
で
は
な
く
、
『
歎
異
抄
』

の
顕

知
日
対
『
御
丈
』

の
蓮
知
の
聞
に
成
立
す
る
。
蓮
如
は
二
つ
の
和
歌
の
対
比
を
強
調

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
巧
み
に
法
丈
問
答
の
基
本
構
造
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

そ
こ
で
俗
人
は
本
願
寺
時
代
の
聴
聞
に
基
づ
い
て
大
坊
主
批
判
を
展
開
す
る
と

と
も
に
大
坊
主
の
教
義
的
、
教
化
的
回
心
を
促
す
。
念
仏
為
本
か
ら
信
心
為
本
へ

の
批
判
的
転
換
が
そ
れ
で
あ
る
。

俗
人
が
通
っ
て
聴
聞
を
承
け
た
頃
の
本
願
寺
に
は
平
座
制
度
を
導
入
し
て
基
本

的
に
道
・
俗
間
の
伝
統
的
な
垣
根
を
取
り
払
い
、
同
胞
・
同
行
の
関
係
で
聴
聞
し

た
蓮
如
が
い
た
。
そ
の
俗
人
は
そ
の
蓮
如
の
代
弁
者
で
あ
り
、
蓮
如
の
新
し
い
視

点
の
体
現
者
で
あ
る
。
俗
人
を
中
核
に
し
た
会
合
は
地
域
性
と
と
も
に
俗
人
を
介

し
て
中
央
の
法
難
以
前
の
本
願
寺
と
も
結
ぼ
れ
た
聞
か
れ
た
世
界
で
あ
る
。



こ
の
法
丈
問
答
の
提
起
に
よ
っ
て
地
域
教
育
は
本
願
寺
時
代
に
お
け
る
参
/
加
者

の
新
教
育
観
が
導
入
さ
れ
て
、
吉
崎
時
代
の
急
速
な
発
展
を
導
い
た
。
北
陸
門
徒

集
団
の
急
速
な
量
的
拡
大
の
反
面
に
、
質
的
向
上
が
教
育
的
課
題
に
な
っ
た
文
明

五
・
六
年
の
頃
い
く
つ
か
の
回
顧
録
的
御
丈
が
発
給
さ
れ
た
中
に
、
新
し
い
逆
説

的
な
教
育
的
人
間
関
係
を
説
い
た
「
山
中
の
御
文
」
は
そ
の
後
の
蓮
如
と
後
継
者

た
ち
の
教
化
活
動
に
大
き
な
拠
り
所
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

俗
人
の
本
願
寺
お
け
る
聴
聞
が
中
間
指
導
層
の
大
坊
主
達
と
の
問
答
に
生
か
さ

れ
、
そ
の
問
答
が
丈
明
三
年
七
月
一
六
日
の
会
合
に
も
教
育
的
影
響
を
与
え
、
そ

こ
に
そ
の
地
域
教
育
は
歴
史
的
構
造
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
さ
ら
に
丈
明

五
年
以
降
の
こ
の
地
域
の
教
化
活
動
に
も
影
響
力
を
拡
大
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
今

日
な
お
本
泉
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
、
地
域
仏
教
教
育
の
教
化
活
動
の
精
神
的
拠
り
所

と
な
っ
て
い
る
。
「
山
中
の
御
文
」
の
修
正
箇
所
に
注
目
す
る
と
き
、
そ
の
歴
史

的
展
開
の
構
造
を
再
現
で
き
る
。

「
山
中
の
御
文
」
は
し
た
が
っ
て
文
明
三
年
七
月
一
六
日
の
会
合
を
中
心
に
地

域
の
教
育
的
世
界
を
読
み
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
綴
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
教

育
を
体
系
的
に
描
き
、
さ
ら
に
そ
れ
を
蓮
如
が
文
明
五
・
六
年
頃
に
回
顧
す
る
御

丈
に
漣
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
の
歴
史
的
評
価
と
そ
の
後
の
発
展
の
基
盤
と

な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
語
ら
れ
た
地
域
教
育
の
源
流
を
『
歎
異
抄
』
蓮
如

本
に
改
め
て
法
然
の
「
念
仏
為
本
」
と
蓮
如
の
「
信
心
為
本
」
の
関
係
と
し
て
捉

え
る
こ
と
を
促
さ
れ
る
。

そ
こ
に
お
け
る
「
月
影
の
」
の
和
歌
と
「
弥
陀
ぞ
こ
ひ
し
き
」
の
和
歌
の
統
合

が
、
地
域
教
育
に
自
然
な
影
響
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
二
つ
の
和
歌
に
お

け
る
意
図
的
な
修
正
と
逆
に
未
修
正
が
刊
本
に
お
い
て
と
も
に
ま
っ
た
く
見
過
ご

教
育
学
部
論
集

第
十
号
(
一
九
九
九
年
三
月
)

さ
れ
る
が
、
修
正
と
未
修
正
の
事
実
の
も
つ
意
味
、
す
な
わ
ち
蓮
如
の
意
図
を
見

抜
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
山
中
の
御
丈
」
は
今
日
も
な
お
貴
重
な
教
育
的
資
源
と
し

て
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
、
と
く
に
生
涯
教
育
的
意
味
は
上
に
見
た
よ

う
に
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
「
山
中
の
御
丈
」
に
お
け
る
地
域
教
育
の
世
界
観
的
・
歴
史
観
的

統
合
と
そ
の
教
育
的
資
源
と
し
て
の
教
化
教
材
の
音
声
言
語
的
・
文
字
言
語
的
統

合
に
よ
っ
て
、
地
域
の
「
講
」
集
団
に
対
す
る
指
導
に
お
け
る
個
人
的
、
集
団
的

ス
キ
ル
の
統
合
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
は
一
九
八
五
年
ユ
ネ
ス
コ

「
学
習
権
宣

言
」
の
学
習
権
の
定
義
に
お
け
る
学
ぶ
権
利
の
基
本
に
掲
げ
ら
れ
る
、
自
分
自
身

の
世
界
を
読
み
そ
し
て
そ
の
歴
史
を
書
く
権
利
と
教
育
的
資
源
を
手
に
入
れ
そ
し

て
個
人
的
、
集
団
的
ス
キ
ル
を
発
達
さ
せ
る
権
利
に
対
応
す
る
。
す
な
わ
ち
現
代

的
学
習
権
の
基
盤
が
そ
こ
に
す
で
に
自
然
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
さ
ら
に
そ
こ
に
生
涯
教
育
の
原
理
・
原
則
も
一
不
さ
れ
る
。

そ
こ
に
統
合
さ
れ
た
学
習
の
基
本
構
造
が
成
立
す
る
こ
と
を
三
段
階
に
分
け
て
体

系
的
に
明
ら
か
に
し
た
「
山
中
の
御
丈
」
は
ま
さ
に
統
合
さ
れ
た
地
域
教
育
の
典

型
で
あ
り
、
古
典
的
生
涯
教
育
論
の
形
式
的
統
合
の
有
り
様
を
む
し
ろ
超
え
て
い

る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
創
造
性
に
お
い
て
統
合
さ
れ
る
学
習
の
基
礎
と
統

合
さ
れ
て
、
生
涯
教
育
的
世
界
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
宣
言
に
お
い
て
学
ぶ
権
利
の
基
礎
と
し
て
定
義
付
け
る
「
読
み
・
書
く
権

利
、
聞
い
・
分
析
す
る
権
利
、
想
像
し
・
創
造
す
る
権
利
」
の
体
系
は
京
都
・
竜

珂

安
寺
の
「
つ
く
ば
い
」
の
創
造
的
読
取
り
に
実
証
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
え
に
学
習

の
基
本
構
造
が
「
山
中
の
御
丈
」
に
お
い
て
も
解
明
さ
れ
た
。

そ
の
つ
く
ば
い
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
つ
く
ば
い
」
の
音
声
的
解
読

ヲE



「
御
文
」
の
生
涯
教
育
的
意
味
(
谷
川
守
正

と
文
字
的
解
読
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
真
の
自
己
の
在
り
方
の
基
礎
が
読
み
取
れ
た

よ
う
に
、
音
声
的
・
文
字
的
読
取
り
が
統
合
さ
れ
て
い
る
が
、
「
山
中
の
御
文
」

は
指
導
者
の
自
己
教
育
を
促
し
、
助
け
る
文
字
教
材
面
と
そ
れ
に
統
合
さ
れ
る
指

導
活
動
に
お
い
て
「
講
」
集
団
の
相
互
教
育
を
促
し
、
助
け
る
音
声
教
材
面
が
法

黙
の
「
白
行
化
他
」
的
統
合
の
延
長
上
に
「
自
心
教
入
信
」
と
し
て
成
立
す
る
の

で
あ
る
。

「
白
心
教
人
信
」
と
は
、
親
鷺
が
司
選
択
本
願
念
仏
集
』
後
序
の
「
白
行
化
他

唯
縛
念
仏
」
の
延
長
上
に
導
い
た
「
自
信
教
入
信
」
を
さ
ら
に
蓮
如
が
質
的
に
向

上
さ
せ
た
創
造
的
教
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
要
す
る
に
法
然
と
親
鷲
の
教
化
の
原

理
・
原
則
を
創
造
的
に
統
合
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

蓮
如
は
親
鷲
の
「
大
悲
弘
普
化
」
を
善
導
の
「
大
悲
伝
普
化
」
に
戻
し
て
、

「
自
信
教
入
信
」
を
「
自
心
教
入
信
」
へ
と
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
蓮
知
の
教
化
論
の
創
造
性
が
あ
る
。
そ
の
創
造
的
教
化
論
を
次
男
に
伝
授

却

す
る
た
め
に
、
蓮
如
は
教
化
の
質
的
向
上
を
求
め
て
新
し
い
高
度
な
教
化
論
を
開

発
し
、
そ
の
方
法
を
分
か
り
ゃ
す
く
伝
え
よ
う
と
し
た
の
が
「
山
中
の
御
文
」
で

あ
る
。

七

結
び
に
代
え
て

親
驚
と
唯
円
の
双
方
向
の
聞
い
は
重
要
な
意
味
を
帯
び
る
。
第
九
条
は
唯
円
房

か
ら
で
あ
る
が
師
訓
篇
は
第
二
条
の
「
ト
ヒ
キ
カ
ン
カ
タ
メ
ナ
リ
」
の
親
驚
の
言

葉
に
あ
る
よ
う
に
弟
子
か
ら
の
共
通
の
問
い
に
対
す
る
師
の
応
答
で
あ
り
、
第
九

条
で
は
特
に
唯
円
か
ら
の
問
い
に
な
り
、
何
故
唯
円
房
が
問
、
っ
た
の
か
疑
問
に
な

とヨ

る
が
、
本
来
第
十
三
条
に
親
驚
が
指
名
し
て
唯
円
房
に
問
い
掛
け
た
に
対
し
て
、

唯
円
一
房
が
第
九
条
の
問
い
を
し
て
第
九
条
の
集
団
的
会
話
の
口
火
を
切
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
歎
異
篇
の
第
十
三
条
が
初
め
に
あ
り
、
そ
れ
に
第
九
条
が

「
ソ
エ
」
ら
れ
て
、
師
弟
双
方
向
の
聞
い
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
第
十
一
条
と
第

十
二
条
に
弟
子
た
ち
が
交
々
に
東
国
で
の
信
心
評
論
が
語
ら
れ
た
の
を
整
理
し

て
、
そ
れ
に
「
ソ
エ
」
て
第
二
条
で
の
親
鷲
の
要
約
が
あ
っ
た
と
見
る
ほ
う
が
自

然
で
も
あ
る
。

そ
う
す
れ
ば
『
歎
異
抄
』
の
構
成
は
自
然
の
流
れ
に
沿
っ
て
進
行
す
る
こ
と
に

な
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
歎
異
篇
と
師
訓
篇
と
の
入
れ
換
え
説
が
成
立
す
る
の
で

あ
る
。次

に
蓮
如
が
『
歎
異
抄
』
を
批
判
の
対
象
と
し
た
の
が
「
山
中
の
御
丈
」
で
あ

り
、
親
し
い
も
の
に
与
え
た
、
対
象
を
特
定
し
た
書
簡
で
あ
る
。
実
際
そ
れ
は
八

つ
の
断
片
か
ら
な
る
不
定
形
な
続
紙
で
あ
り
、
私
信
的
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
表

書
に
署
名
と
花
押
が
付
け
ら
れ
た
重
要
文
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
う
一
つ
の
形
式

的
に
同
類
の
同
年
の
「
炎
天
之
比
」
の
御
文
と
セ
ッ
ト
に
な
る
が
、
「
山
中
の
御

文
」
は
内
容
構
成
に
お
い
て
よ
り
歴
史
性
が
強
く
、
ま
た
世
界
観
的
広
が
り
も
明

確
で
あ
り
、
一
定
の
指
導
原
理
の
下
に
統
合
さ
れ
る
。

そ
し
て
蓮
知
の
批
判
に
よ
っ
て
白
眉
と
な
っ
た
第
十
条
の
冒
頭
は
「
大
切
ノ
証

文
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
、
唯
一
顕
智
所
持
本
の
結
論
の
み
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ

が
作
者
顕
智
説
と
顕
知
日
師
資
相
承
説
を
立
証
す
る
。

蓮
如
の
批
判
は
第
十
条
の
意
義
を
高
め
る
積
極
的
な
働
き
を
も
ち
、
法
然
の
選

択
の
原
理
に
立
つ
批
判
的
方
法
を
継
承
す
る
。
そ
の
批
判
的
方
法
を
表
す
典
型
と

し
て
親
驚
は
『
尊
号
銘
文
』
末
巻
に
『
選
択
集
』

の
三
一
選
丈
を
引
用
し
て
、
「
シ



ハ
ラ
ク
聖
道
門
ヲ
サ
シ
ヲ
ク
ヘ
シ
ト
也
」
、
「
シ
ハ
ラ
ク
モ
ロ
モ
ロ
ノ
雑
行
ヲ
ナ
ケ

ス
テ
サ
シ
オ
ク
ヘ
シ
ト
也
」
、
「
助
業
ヲ
サ
シ
オ
ク
ヘ
シ
ト
也
」
と
し
て
批
判
的
方

法
の
基
本
を
「
サ
シ
オ
ク
」
に
定
め
、
そ
れ
が
歎
異
の
精
神
に
引
き
継
が
れ
、
そ

し
て
蓮
如
本
の
批
判
的
方
法
に
至
っ
て
い
る
。

蓮
如
の
「
山
中
の
御
丈
」
が
生
涯
教
育
に
通
じ
る
仏
教
教
育
の
教
材
で
あ
る
の

は
、
第
一
に
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
冒
頭
に
紹
介
さ
れ
る
各
主
要
宗
派
の
師
資

相
承
の
法
脈
、

『
愚
禿
妙
』
、
『
尊
号
銘
文
』
に
多
様
な
対
象
・
様
式

『
正
信
偏
』
、

に
説
く
法
脈
、

そ
れ
ら
を
承
け
る
『
歎
異
抄
』

の
「
親
鷲
一
人
カ
タ
メ
ナ
リ
」
の

法
脈
へ
の
個
性
的
参
加
と
創
造
的
発
展
、
さ
ら
に
善
導
か
ら
の
「
自
信
教
入
信
」

を
「
自
身
教
入
信
」
を
媒
介
と
し
て
「
自
心
教
入
信
」
へ
創
造
的
に
翻
す
こ
と
を

要
請
し
、
そ
こ
に
仏
教
教
育
の
永
続
性
、
多
様
性
、
創
造
性
、
普
遍
的
個
性
、
そ

し
て
持
続
可
能
な
発
展
性
と
い
う
生
涯
教
育
の
原
理
・
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
第

二
に
大
坊
主
が
月
影
の
和
歌
を
地
域
住
民
の
視
点
か
ら
自
然
に
読
み
替
え
て
詠
じ

た
よ
う
に
蓮
如
の
仏
教
教
育
は
地
域
教
育
で
あ
り
、
上
述
の
原
理
・
原
則
に
基
づ

き
な
が
ら
同
時
に
時
代
と
社
会
の
要
請
に
応
え
て
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域

構
成
員
の
相
互
教
育
、
指
導
者
教
育
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
教
育
の
具
体
的
実

践
を
例
示
し
、
第
一
一
一
に
法
脈
の
継
承
と
発
展
の
あ
り
方
を
和
歌
二
首
に
分
か
り
ゃ

す
く
示
し
て
、
自
己
教
育
に
お
け
る
普
遍
的
個
性
伸
長
を
促
す
和
歌
の
文
学
的
教

育
の
具
体
例
を
提
言
し
、
そ
の
一
つ
は
浄
土
宗
歌
に
も
生
き
て
い
る
文
字
と
声
の

基
本
的
表
現
方
式
を
統
合
し
た
文
化
教
育
と
し
て
今
日
の
多
文
化
生
涯
学
習
社
会

に
異
彩
を
放
つ
よ
う
に
、
「
ツ
ク
ッ
ク
」
の
俗
人
の
和
歌
は
文
字
を
遥
か
に
越
え

る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
ち
、
情
報
処
理
不
可
能
な
豊
か
で
時
々
刻
々
の
展
開
を
見
せ

な
が
ら
同
時
に
「
弥
陀
ソ
コ
ヒ
シ
キ
」
で
結
ぼ
れ
た
集
団
的
心
の
教
育
を
明
ら
か

教
育
学
部
論
集

第
十
号
(
一
九
九
九
年
三
月
)

に
し
、
第
四
に
山
々
に
木
霊
し
相
互
に
響
き
合
う
「
イ
リ
ア
ヒ
ノ
カ
ネ
」
の
音
の

よ
う
に
個
性
的
、
集
団
的
ス
キ
ル
を
と
も
に
発
達
さ
せ
る
地
域
教
育
の
典
型
を
一
不

し
、
さ
ら
に
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
、
仏
教
的
役
割
分
担
に
応
じ
た
対
話
的

社
会
教
育
が
道
俗
そ
れ
ぞ
れ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
統
合
教
育
は
以
上
の
生
涯
教
育
の
原
理
・
原
則
を
生
か
し
合
い
な
が
ら
、

さ
ら
に
時
代
・
社
会
・
地
域
・
個
人
の
必
要
に
応
じ
て
持
続
的
発
展
を
担
う
人
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
の
教
育
で
あ
る
。
「
山
中
の
御
丈
」
は
真
の
「
生
涯
に
わ

た
っ
て
統
合
さ
れ
た
教
育
」
の
体
系
を
過
不
足
な
く
示
す
普
遍
的
地
域
教
育
の
典

型
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
持
続
可
能
な
発
展
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
こ
こ
に
詠
み
落
と

さ
れ
た
生
涯
教
育
的
意
味
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
今
は
た
だ
浄
土
真
宗
中
興
の

祖
が
築
い
た
「
真
宗
王
国
」

へ
の
貢
献
を
前
提
に
中
世
仏
教
教
育
の
一
教
材
と
し

て
考
察
を
試
み
た
の
み
で
あ
る
。

学
習
権
宣
言
の
定
義
か
ら
導
か
れ
る
学
習
の
基
本
は
、
自
分
自
身
の
世
界
を
読

み
、
そ
の
歴
史
を
書
き
、
教
育
資
源
を
手
に
入
れ
、
個
人
的
・
集
団
的
ス
キ
ル
を

発
達
さ
せ
る
学
習
の
四
本
柱
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
は
和
歌
二
首
が
示
す
「
見
る

と
聞
く
」
の
地
盤
の
上
に
据
え
ら
れ
、
そ
の
全
体
構
造
が
上
述
の
原
理
・
原
則
を

支
え
、
そ
の
生
涯
教
育
の
体
系
の
上
に
「
自
心
教
入
信
」
の
蓮
如
的
仏
教
教
育
が

成
立
す
る
。
こ
こ
で
の
「
自
分
自
身
の
世
界
」
と
は
仏
教
的
地
域
社
会
の
「
講
」

で
あ
り
、
「
そ
の
歴
史
」
と
は
法
難
以
前
か
ら
の
平
座
制
度
に
発
し
、
講
集
団
の

階
層
秩
序
に
変
革
を
粛
ら
し
た
地
域
仏
教
史
の
一
時
期
で
あ
り
、
「
教
育
資
源
」

と
は
法
文
問
答
、
蓮
如
の
自
己
教
育
指
導
、
道
俗
二
人
の
和
歌
か
ら
成
立
ち
、
そ

し
て
「
個
人
的
・
集
団
的
ス
キ
ル
」
と
は
自
己
教
育
、
相
互
教
育
、
総
合
教
育
を

統
合
し
た
社
会
教
育
の
成
果
を
指
す
の
で
あ
る
。



「
御
丈
」
の
生
涯
教
育
的
意
味
(
谷
川
守
正

主01 

竜
谷
大
学
善
本
叢
書
4
、
同
朋
舎
、
八
三
年
参
照
。

02 

『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻
、
寸
本
尊
影
像
讃
銘
(
一
)
六
字
名
号
西
本
願
寺

蔵
・
本
尊
影
像
讃
銘
(
二
)
八
{
子
名
号
専
修
寺
蔵
」
、
法
蔵
館
、
七
四
年
、

。

頁

03 

『
歎
異
抄
」
法
蔵
館
本
一

O
四
頁
。
以
後
こ
の
冊
子
本
は
同
朋
舎
の
巻
子
本
で
確

刃ム
M

J

，-。

一
三
和
四
?
し
み
/

04 

法
然
と
親
驚
の
二
人
の
聖
人
の
う
ち
古
い
方
は
法
然
聖
人
で
あ
る
。
親
驚
に
と
っ

て
は
本
師
聖
人
で
あ
る
。

05 

「
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
五
巻
グ
ラ
ビ
ア
頁
参
照
。

06 

『
真
宗
聖
教
全
書
』
二
『
末
灯
紗
』

07 

顕
智
等
筆
寸
見
聞
」
豆
口
岡
田
学
報
』
、
第
六
三
l
六
八
輯
、
「
資
料
復
刻
」
参
照
。

08 

『
歎
異
抄
論
註
』
、
佐
藤
正
英
、
青
土
社
、
九
二
年
、
は
唯
円
説
に
立
っ
て
「
十
余

か
国
」
を
「
常
陸
か
ら
京
へ
上
る
聞
の
国
」
(
五
一
四
頁
)
と
す
る
が
、
末
灯
一
九

の
常
陸
へ
の
書
簡
に
寸
御
ふ
み
た
び
た
び
ま
い
ら
せ
さ
ふ
ら
ひ
き
、
御
覧
ぜ
ず
や

さ
ふ
ら
ひ
け
ん
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
第
十
条
の
「
信
ヲ
ヒ
ト
ツ
ニ
シ
テ
心
ヲ

当
来
ノ
報
土
ニ
カ
ケ
シ
ト
モ
カ
ラ
」
と
は
考
え
に
く
い
。

09 

『
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
四

O
八
頁
、
専
修
寺
蔵
真
蹟
、
『
高
田
学
報
』
に

顕
智
写
本
。

10 

吉
三
不
年
表
』
、
大
谷
大
学
編
、
法
蔵
館
、
七
三
年

11 

『
真
宗
聖
教
会
主
音
』
三
。

12 

コ
ニ
河
念
仏
相
承
日
記
』
。

13 

前
号
拙
稿
参
照

14 

『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
八
巻
「
正
月
十
一
日
本
」
、
三
五
五
頁
、
但
し
表
紙

(
二
五
一
頁
)

の
題
名
と
袖
書
「
釈
顕
智
」
は
本
文
と
別
筆
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
同
月
二
七
日
に
真
仏
の
子
、
信
証
に
与
え
た
同
名
書
は
表
紙
の
題
名
と
袖
書

と
も
に
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。

15 

『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
八
巻

16 

「
親
鴛
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻

17 

同
書
解
説
は
寸
本
巻
の
表
紙
に
「
釈
顕
智
」
と
あ
る
の
は
顕
智
が
こ
の
書
を
伝
領

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
(
四
二
一
四
頁
)
と
す
る
が
、
そ
の
成
立
事
情
か
ら
親

驚
が
略
本
を
も
と
に
広
本
を
表
わ
し
顕
智
に
与
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

解
説
は
両
本
の
成
立
の
前
後
関
係
を
不
明
と
し
、
略
本
に
銘
文
の
本
文
が
な
い
と

指
摘
し
、
特
に
両
本
に
お
け
る
寸
正
信
偶
」
か
ら
の
引
用
勾
第
十
九
の
「
獲
信
見

敬
得
大
度
」
は
『
教
行
信
証
』
の
坂
東
本
・
専
修
寺
本
に
な
い
と
す
る
。
す
な
わ

ち
本
文
の
な
い
釈
文
の
み
の
略
本
の
奥
書
は
一
二
五
五
年
年
六
月
二
日
「
愚
禿
親

驚
八
十
三
歳
書
写
之
」
で
あ
る
に
対
し
て
、
広
本
の
奥
書
は
五
八
年
六
月
二
八
日

「
書
之
」
と
な
り
、
両
書
に
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
解
説
す
る
が
、
覚
信
の
袖
書
の

あ
る
略
本
は
親
驚
と
の
関
係
か
ら
妥
当
で
あ
り
、
引
用
句
第
十
九
は
た
し
か
に
坂

東
本
・
専
修
寺
本
の
そ
れ
と
異
な
る
が
、
引
用
句
は
同
年
の
「
安
城
御
影
」
(
『
親

驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻
グ
ラ
ビ
ア
頁
)

の
下
段
に
あ
る
「
和
朝
釈
親
鴛
正
信

備
」
と
ま
っ
た
く
同
文
で
あ
り
、
中
段
の
『
大
経
』
の
三
節
は
広
本
初
め
の
三
節

で
あ
り
、
上
段
の
二
節
も
広
本
に
同
じ
で
あ
る
。
(
一
七
一
頁
)

18 

専
修
寺
蔵
書
状
参
照
。
な
お
「
顕
智
上
人
等
筆
、
見
問
、
資
料
復
刻
さ
一
)
」
、
『
高

田
学
報
」
、
第
六
五
輯
。
な
お
顕
智
等
筆
『
見
開
』
(
一
)

の
最
初
の
三
頁
は
手
習



い
風
に
漢
字
に
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て
試
し
書
き
に
な
る
が

法
語
以
外
に
「
干

鳥
、
料
理
、
包
丁
、
雑
」
な
ど
の
調
理
用
語
が
あ
り
、
次
頁
に
「
一
セ
ウ
カ
チ
ノ

ク
ス
リ
」
と
題
名
を
付
け
て
、
全
丈
カ
タ
カ
ナ
で
そ
の
製
薬
法
と
服
用
法
が
詳
し

く
記
入
さ
れ
い
る
が
、
冒
頭
に
特
に
病
気
と
薬
の
記
事
を
出
す
の
は
、
そ
れ
は
顕

智
の
他
に
も
数
人
の
筆
で
記
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
国
の
一
行
の
上
京
時
の

「
見
聞
録
」
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
消
渇
(
喉
が
渇
き
、
尿
が
で
な
い
病
気
)

の串
U

者
は
当
時
重
病
の
覚
信
で
あ
る
可
能
性
は
捨
て
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

19 

『
高
回
尚
子
報
第
九
輯
』
、
「
富
一
戸
仏
上
人
研
究
」
、
『
経
釈
丈
聞
書
』
、
四
六
回
頁
、
四
六

七
頁
。
第
四
三
輯
、
「
経
釈
文
聞
書
の
研
究
」
(
中
)
、
生
桑
完
明
、

一
五
頁
、
同

書
、
第
四
四
輯
、

一
一
一
頁
。
参
照
。
『
古
岡
田
学
報
第
一
六
輯
』
、
高
田
学
界
纂
要
、

生
桑
完
明
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
三
文
は
「
聖
人
の
手
記
さ
れ
た
も
の
を
門
侶
の
誰

か
が
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
が
、
「
誰
の
筆
か
判
定
は
つ
か
な

か
っ
た
」
と
も
述
べ
る
。
(
三
四
頁
)
し
か
し
専
空
の
筆
跡
は
親
鷲
も
ど
き
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
顕
知
日
授
与
の
守
見
聞
』
の
専
空
識
語
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
。
明
ら
か

に
同
じ
専
空
の
筆
で
あ
る
と
い
え
る
。

20 

『
高
田
学
報
第
六
一
一
一
!
八
輯
L

顕
智
上
人
等
筆
、
「
見
聞
」
、
高
田
山
蔵

21 

朱
字
の
「
正
」
は
一
部
右
隣
の
寸
者
」
と
重
な
る
が
、
墨
の
う
え
に
朱
が
重
な
る

こ
と
は
他
の
朱
筆
と
同
様
で
あ
り
、
「
正
」
の
挿
入
は
他
の
朱
筆
が
用
い
ら
れ
た
時

点
と
同
じ
で
あ
る
。

22 

「
安
城
御
影
」
の
中
段
と
第
九
巻
の
一
二
五
六
年
十
月
中
旬
の
六
字
名
号
讃
銘

(
西
本
願
寺
蔵
)
、
八
字
・
十
字
名
号
(
専
修
寺
蔵
)
、
十
字
名
号
(
妙
源
寺
蔵
)

の
裏
書
き
に
も
「
湿
」
が
あ
る
。

23 

守
教
行
信
証
』
坂
東
本
と
『
尊
号
銘
文
』
広
本
の
欄
外
(
主
に
上
欄
)
と
行
間
に

教
育
学
部
論
集

第
十
号
(
一
九
九
九
年
三
月
)

独
特
の
斜
線
が
引
か
れ
、
強
調
点
の
記
号
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の

記
号
は
略
本
な
ど
に
は
な
い
。

24 

個
性
的
、
創
造
的
な
師
資
相
承
は
法
然
か
ら
他
の
弟
子
へ
も
同
様
で
あ
る
。
例
え

ば
『
一
枚
起
請
文
』
は
独
自
な
表
記
表
現
を
も
つ
が
、
個
性
的
な
花
押
は
今
ま
で

ほ
と
ん
ど
読
み
取
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
口
述
筆
記
し
た
弟
子
源
智
に
と
っ
て

は
筆
の
運
び
か
ら
容
易
に
読
み
取
れ
、
そ
れ
が
「
下
生
」
の
草
名
体
と
当
然
分
か

る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
月
影
の
和
歌
は
勅
撰
和
歌
集
の
釈
教
歌
に
位
置
付
け
れ

ぱ
、
法
然
の
所
収
歌
五
首
と
弟
子
蓮
生
法
師
の
そ
れ
十
首
が
百
五
十
年
間
に
わ

た
っ
て
採
択
さ
れ
、
月
影
の
和
歌
と
そ
れ
に
続
く
「
道
も
な
く
」
の
蓮
生
の
和
歌

を
中
核
に
し
て
、
体
系
的
に
意
味
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
独
自
な
師
資
相
承
で

あ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
弟
子
の
個
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
働

き
掛
け
て
、
弟
子
の
生
涯
に
わ
た
る
自
己
教
育
と
な
る
一
種
の
師
資
相
承
で
あ

る
c

法
然
か
ら
親
鴛
へ
の
創
造
的
な
師
資
相
承
は
、
「
歎
異
抄
』
の
作
者
・
顕
智
の

場
合
、
そ
し
て
「
古
聖
人
日
法
然
」
を
「
古
親
驚
」
に
変
え
た
蓮
如
の
場
合
に
も

引
き
継
が
れ
る
。

25 

「
蓮
如
自
筆
御
丈
と
御
丈
流
布
の
意
義
」
、
岡
村
喜
史
、
司
講
座
蓮
如
第
二
巻
』
、
平

凡
社
、
九
七

26 

「
蓮
如
の
書
状
・
御
丈
・
裏
書
き
を
考
え
る
l
中
世
後
期
の
文
書
の
世
界
l
」
、
大

喜
直
彦
、
前
掲
書
、
表
一

「
御
丈
法
量
等
表
」
に
よ
れ
ば
、
文
明
三
年
七
月
二
ハ

日
発
給
の
こ
の
御
文
は
、
続
紙
の
巻
子
本
で
縦
二
五
七
、
横
①
一
七
五
、
②
一
六

四
、
③
コ
一
五
五
、
④
一
四

O
、
⑤
一
八
五
、
⑥
二
五
、
⑦
三
四
五
、
そ
し
て
⑧
四

五
各
ミ
リ
で
あ
る
。

27 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
北
西
弘
博
士
の
古
文
書
学
的
、
書
誌
学
的
教
導
を
得
た
。
多
謝
。



「
御
丈
」
の
生
涯
教
育
的
意
味
(
谷
川
守
正
)

28 

の
一
の
七
と
八

)¥ 

二
の
五
、
そ
し
て
『
帖
外
』
六

J
A
帖
御
丈
』

。
、
二
一
一
、
二
八
、
一
一
九
、
三
一
、
三
八
1
四
一
、
四
回
参
照
。

29 

「
加
能
史
料
会
報
」
第
一

O
号
、
九
八
年
、
「
蓮
如
上
人
成
敗
の
御
害
I
発
給
の
年

次
と
動
機
に
つ
い
て
1
」
、
北
西
弘
、
コ
一
頁
写
真
参
照
。
そ
れ
に
比
べ
て
歎
異
抄
の

花
押
は
長
享
年
間
の
花
押
と
同
じ
よ
う
に
逆
三
角
型
に
近
い
角
張
っ
た
花
押
で
あ

、

h
り

一
見
し
て
そ
の
区
別
が
分
か
る
。

30 

「
真
蹟
集
成
』
、
第
一
巻
、
二
五

O
頁。

31 

第
二
巻
、
五
四
七
頁
、
参
照
。

32 

蓮
如
の
『
愚
禿
紗
』
書
写
本
が
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
同
書
顕
智
本
と
の
比
較

は
有
効
で
あ
る
。

33 

『
真
宗
聖
教
全
童
百
』
二
、
四
六
八
・
九
頁
o

『
愚
禿
紗
』
巻
下
、
深
心
釈
。
な
お

守
名
塩
本
』
で
は
「
自
身
」
に
作
る
が
、
善
導
の
「
白
身
現
に
是
れ
罪
悪
生
死
の

凡
夫
」
の
「
自
身
」
で
あ
る
。
四
六
七
頁

34 

「
ス
キ
」
の
「
キ
」
は
長
い
目
の
縦
棒
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
六
行
前
に
あ
る
「
貴

方
へ
進
シ
オ
ク
ヘ
キ
由
」
の
長
い
目
の
縦
棒
と
同
じ
表
記
方
法
で
あ
る
。
ご
く
短

い
横
の
「
二
」
線
は
「
ム
」
の
上
書
に
よ
っ
て
見
え
な
く
さ
れ
て
、
断
定
で
き
な

い
が
、
そ
れ
は
「
キ
」
以
外
の
読
み
様
は
な
い
。
「
キ
」
を
「
ム
」
と
上
書
に
し
て

見
せ
消
ち
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
坊
主
と
俗
人
の
和
歌
の
二
重
の
意
味
に
理

解
さ
せ
て
い
る
。

35 

藤
原
正
巳
、
「
〈
語
る
〉
蓮
如
と
〈
語
ら
れ
た
〉
蓮
如
l
戦
国
期
真
宗
信
仰
の
コ
ス

モ
ロ
ジ

l
l
」
『
講
座
蓮
如
第
一
巻
L

平
凡
社
、
九
六
年
、
(
二
八
四
頁
)

36 

『
新
国
歌
大
観
』
第
一
巻
、
勅
撰
和
歌
集
。
角
川
「
古
語
大
辞
典
」
は
「
暮
れ
に

け
り
」
に
作
る
。

1m 

蓮
如
が
教
育
的
指
導
の
上
で
平
座
制
度
を
導
入
し
た
時
期
は
、
こ
の
御
丈
に
よ
っ

37 

て
蓮
如
の
本
願
寺
の
第
八
世
継
職
か
ら
法
難
に
よ
る
退
去
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、

そ
れ
は
法
文
問
答
の
時
期
は
文
明
三
年
の
夏
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
も
う
一
つ

の
道
俗
問
答
に
も
本
願
寺
方
式
の
精
神
が
読
み
取
れ
る
。
『
歎
異
抄
』
に
基
づ
く
師

弟
関
係
と
「
夢
中
文
」
の
「
御
文
」
に
も
示
唆
さ
れ
る
平
等
で
相
互
主
体
性
が
確

立
さ
れ
た
師
弟
関
係
が
、
蓮
如
と
と
も
に
北
陸
の
地
に
新
し
い
教
育
的
世
界
を
構

築
さ
せ
た
。

38 

拙
稿
「
京
都
・
竜
安
寺
の
生
涯
教
育
論
」

『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
第
六
号
参
照
。

39 

早
島
有
毅
論
文
「
本
願
寺
蓮
如
の
「
教
団
」
と
戦
国
社
会
l
御
文
を
素
材
と
し

て
l
」
前
掲
書
第
一
巻
に
よ
れ
ば
「
充
所
は
、
そ
う
し
た
批
判
の
対
象
、
北
陸
一

体
の
僧
侶
総
体
で
あ
る
こ
と
が
、
俗
人
の
質
問
内
容
を
通
し
て
一
不
さ
れ
る
。
」
(
二

一
二
頁
)
と
す
る
が
、
岡
村
論
文
「
蓮
如
自
筆
御
丈
と
御
文
流
布
の
意
義
」
前
掲

書
第
二
巻
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
加
筆
修
正
さ
れ
た
法
語
を
門
末
に
授
与
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
(
一
四
五
l
六
頁
)
な
ら
ば
、
む
し
ろ
特
定
の

対
象
に
絞
る
べ
き
で
あ
る
。

40 

前
掲
論
文
「
蓮
如
自
筆
御
丈
と
御
丈
流
布
の
意
義
」
、
岡
村
喜
史
、

一
四
五
l
六
頁

参
照
。

(
付
記
)
以
上
の
研
究
は
久
木
幸
男
博
士
の
学
恩
と
平
成
十
年
度
悌
教
大
学
特
別

研
究
助
成
費
に
依
る
。

(
た
に
か
わ

社
会
教
育
学
科
)

も
り
ま
さ

(
一
九
九
八
年
十
月
十
四
日
受
理
)


